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「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーンの
最新情報や、支え合いのメッセージをお伝えします。

地域の安心を支える民生委員児童委員
　近年、核家族化や単身世帯の増加などに伴う社会的
なつながりの希薄化が叫ばれる中で、特に子育て中の
親子の孤立化が問題になっています。
　兵庫県民生委員児童委員連合会では、このたび１０
年ぶりに「児童委員活動事例集」を発刊しました。１２４
の県内の民生委員児童委員協議会が日常の児童福祉
の活動の中から事例を発表しています。半分が個別援
助（児童虐待等）、残り半分が健全育成・子育て支援に
関する活動です。
　県内１万人の民生委員児童委員による地域でのＳＯＳ
のキャッチは、地域で孤立しがちな親子の安心につな
がるものです。児童福祉を主に担う主任児童委員も、
１０年前から３歳児健診を未受診の子どもの家庭訪問
を行いながら、不適切な養育を受けている子どもを発
見し、関係機関につなぐことを行ってきました。今では

地域における主任児童委員の大切な責務と活動範囲
の広がりを実感できるまでになりました。
　事例集の発刊を機に、県内における活動がさらに盛
り上がるとともに、養育者による子どもへの不適切な
関わりがなくなり、すべての子どもたちが未来に向かっ
て大きな希望と夢を持ち成長してくれることを願って
います。
　「無縁社会」を越えるためには、静かなやさしさ、そし
て息の長い見守り支援が大切です。民生委員児童委員
としても、地域住民の立場に立ち、
きめ細かな相談・支援活動を行って
まいります。地域の皆様の温かい応
援、ご協力をお願い申し上げます。

キャンペーンの推進団体が増えました！
　全県キャンペーン推進協議会の推進団体として、こ
のたび下記の団体より参画の申し出をいただきました。
これにより、推進団体は計１８9団体（１月21日現在）
となりました。参画の申し出は、事務局（兵庫県社協
☎078-242-4633）までご一報ください！

協賛について（お礼）
　このたび新たに下記の協賛をいただきました。

　なお、先日50万円の協賛
をいただいた兵庫県遊技業
組合連合会青年部会に対し
て、12月6日に尼崎市内で
開催された「第２３回社会福
祉ぱちんこ競技大会」にお
いて、本会より感謝の楯を
贈呈しました。

兵庫県民生委員児童委員連合会
会長 加納 多惠子さん

ＴＯＰＩＣＳ
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新たに参画した団体（順不同）
NPO法人ほっとネット、財団法人長谷川福祉会、全労
済兵庫県本部、日本郵政グループ労働組合はりま東
支部、日本郵政グループ労働組合北神戸支部、日本
郵政グループ労働組合姫路南支部、ろっこう医療生
活協同組合、生活協同組合連合会大学生協阪神事業
連合、兵庫県生命保険協会、名鉄観光サービス株式
会社神戸支店、赤穂市健康福祉部社会福祉課、社会
福祉法人姫路乳児院ピューパホール

協賛企業・団体（順不同）
財団法人長谷川福祉会・・・・・・・・・・・・・・・協賛金５万円
全労済兵庫県本部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・協賛金５万円
兵庫県生命保険協会・・・・・・・・・・・・・・・・・協賛金５万円
名鉄観光サービス株式会社・・・・・・・・・・・協賛金５万円

市町社協の取り組んでいるさまざまな活動を紹介します。
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　たつの市社協では、第2次地域福祉推進計画の
策定に取り組んでいます。その策定作業の過程で
各種ニーズ調査を分析していくと、さまざまな課題
が見えてきました。こうした課題は、いわば氷山の
一角であり、中には日々の暮らしの中での生活課題
を誰にも相談できずに不便な暮らしをされている方
もおられるかと思います。住民の立場で当事者の生
活課題に向き合っていく社協の
使命を認識し、小地域福祉活
動の再整備の中で、声にならな
い当事者の生活課題を発見し、
相談・支援につなげる仕組みづ
くりに住民の皆様と共に取り組
んでまいります。

あなたのまちの社協ナビあなたのまちの社協ナビ た つ の 市 社 協

たつの市社会福祉協議会
会長 井川 進
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